
 

令和８年度 第１回藤枝市地域公共交通会議 

次世代モビリティ活用研究分科会 
 

令和８年９月 15 日（火) 

午後１時 30 分～ 

藤枝市役所庁舎別棟第１会議室 

 

 

次      第 
 

 

１ 開  会 

 

 

２ 分科会長挨拶（５分） 

 

 

３ 内  容（60 分） 

「移動ニーズ」・「交通空白」の課題把握のための人流データ分析の活用について 
（１）人流分析システム「マチレポ」「コンプレノ」の説明（30 分） 

    情報デジタル推進課職員 
 
 

 
   （２）加藤博和特別委員からのコメント（30 分） 

 
 
 
 

４ 質疑応答・意見交換（20 分） 

 

 

 

５ そ の 他（５分） 

   各委員及び事務局からの連絡事項 

  今後の開催予定 

  第２回 令和８年10月 31 日（土）午後２時から 会場：藤枝地区交流センター 

  第３回 令和８年12月９日（水）午後２時から 会場：藤枝市役所庁舎別棟第１会議室 

 

６ 閉 会 



（敬称略）

設置要綱上の委員区分 役　職 委員氏名
次世代モビリティ
活用研究分科会

出欠

1 藤枝市長又はその指名する者 藤枝市 副市長 会　長 大畑
オオハタ

　直
ナオミ

已 〇 出席

2 一般旅客自動車運送事業者
乗合バス事業者
しずてつｼﾞｬｽﾄﾗｲﾝ㈱

常務取締役 委　員 藁科　孝佳
ワラシナ　タカヨシ

〇 出席

3 一般旅客自動車運送事業者
タクシー事業者
志太交通㈱

代表取締役 委　員 鈴木　宏美
スズキ　　　ヒロミ

〇 出席

4 公募市民 公募市民 　 委　員 永野
ナガノ

　朋浩
トモヒロ

〇 出席

5 公募市民 公募市民 　 委　員 岡嶋
オカジマ

　多喜子
タキコ

〇 出席

6
藤枝市自治会連合会から選出され
た者

藤枝市自治会連合会 副会長 委　員 宮谷
ミヤタニ

　洋子
ヨウコ

〇 出席

7
藤枝市男女共同参画「ぱりて」会議
から選出された者

藤枝市男女共同参画
「ぱりて」会議

代表 委　員 池谷　照代
イケガヤ　テルヨ

〇 出席

8
藤枝市（交通施策部門）から選出さ
れた者

藤枝市都市建設部 部長 副会長 鈴木
スズキ

　貴繁
タカシゲ

〇 出席

9
藤枝市（道路管理部門）から選出さ
れた者

藤枝市都市建設部
基盤整備局

局長 委　員 清水
シミズ

　康行
ヤスユキ

〇 出席

10
藤枝市（福祉施策部門）から選出さ
れた者

藤枝市健康福祉部 部長 委　員 杉村　友久
スギムラ　トモヒサ

〇 欠席

11
その他会長が必要と認める者（学識
経験者）

名古屋大学
名古屋大学大学院環境
学研究科附属持続的共
発展教育センター教授

委　員 加藤　博和
カトウ　　　ヒロカズ

※ 出席

12
自家用有償旅客運送を運営する法
人又は団体から選出された者

西益津通院サポート
隊

代表
分科会
専門委員 梅原　雅身

ウメハラ　　マサミ

〇 出席

※の委員は、検討内容により専門的見地から意見を求めるため招聘。

所　　　　　属　・　役　　　　　職

令和８年度　第1回藤枝市地域公共交通会議

次世代モビリティ活用研究分科会　名簿



※敬称略

令和８年度　第１回藤枝市地域公共交通会議

次世代モビリティ活用研究分科会　席次表

○ ○

事務局随行者

傍聴席

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○

○情報デジタル推進課 事務局

会長
藤枝市副市長
大畑 直已

公募市民

岡嶋 多喜子

公募市民

永野 朋浩

藤枝市基盤整備局長

清水 康行

自治会連合会

宮谷 洋子

しずてつｼﾞｬｽﾄﾗｲﾝ㈱

藁科 孝佳

副会長

藤枝市都市建設部長

鈴木 貴繁

志太交通㈱

鈴木 宏美

ぱりて会議

池谷 照代

西益津通院サポート隊

学識経験者
名古屋大学
加藤 博和



別紙 １ 

藤枝市地域公共交通会議次世代モビリティ活用研究分科会について 

 

 「藤枝市地域公共交通計画【令和８年度～令和 12 年度】」に位置付けた地域団体等に

よる移動サービスの担い手の高齢化の課題解決や、新たなまちづくりと連動した自動

運転技術導入のための研究を目的とし、次の施策を推進するため、令和８年度から地域

公共交通会議に「次世代モビリティ活用研究分科会」（以下「研究分科会」）を設置した。 

 

１ 研究分科会の設置の趣旨 

 ⑴ 市民や事業者が自動運転車両等次世代モビリティの実際を知る機会をつくる。 

⑵ 本市の課題解決に向けた自動運転車両等次世代モビリティの導入について、市

民や事業者とともに研究する。 

 ⑶ 市民や事業者が自動運転技術への受容性を高める機会をつくる。 

 ⑷ 交通に関する知見、交通に関するデータ活用のノウハウを高める機会をつくる。 

 ⑸ ⑴～⑶の内容の分科会の開催・企画・運営を通じて、地域交通担当職員の交通に

関する知見、交通に関するデータ活用のノウハウ、多様な関係者とのコーディネー

トスキルを養い、施策推進に繋げる。 

 

２ 実施事業 

 次に掲げる事業を組み合わせながら複数年度にわたり実施していく。 

 ⑴ 自動運転対応車両の展示・試乗会 

 ⑵ 自動運転車両等次世代モビリティに関するシンポジウム 

 ⑶ 市地域公共交通会議自動運転調査研究分科会立ち上げ及び自動運転技術活用に

関する検討・協議 

 ⑷ 地域団体等による移動サービスにおける自動運転対応車両による実装を見据え

た実証運行（レベル２） 

 ⑸ 自動運転（レベル２）対応車両の導入 

 

３ 実施スケジュール（次年度以降の内容は未確定） 

年度 実施事業 

R8 

(1)研究分科会及びシンポジウム開催 

第 1回 「移動ニーズ」・「交通空白」の課題把握のための人流データ分析の

活用について（9月 15 日 13 時半～） 

第 2回 シンポジウムと兼ねた勉強会（10 月 31 日 14 時～15 時半） 

自動運転の現状と展望に係る講演を内容として開催 

講師：一般財団法人日本自動車研究所所長・東京大学名誉教授  

鎌田実先生 

    ※分科会委員出席者に加え、関係者へ参加を募り、ともに聴講する。 

第 3回 まとめ（12 月 9 日 14 時～） 

(2)自動運転対応車両試乗会（11 月１日 10 時～15 時） 

て～しゃばストリート・バスストリート（駅前三丁目）にて、自動運転対

応車両の展示・試乗会を開催する。 

R9 
・研究分科会開催  

・実証運行 

R10～ 

・研究分科会開催  

・自動運転対応車両の導入  

・実証運行 

 



別紙 １ 

 

４ 令和 8年度予算措置 

・自主運行バス等運行事業費： 99,500 円 

 ・施策推進事業費     ：814,000 円 

 

５ 今後の方向性の考え方 

 ・自動運転技術の導入は、本市の課題に対応し、効果的に解決するための手段として

検討し、取り組む必要がある。 

 ・市民や事業者と連携、協議を重ね、効果的な課題解決手法として導入を決定してい

くプロセスが重要となる。 

 ・無人による完全自動運転のレベル４の導入は、運用、実装環境の整備、法規制、コ

ストなど様々な面でハードルが高いことから、運転主体がドライバーであるレベル

２の自動運転の導入など現実的な検討を含め、課題解決の手法を検討する。 



人流分析システム紹介資料



人流分析システム紹介資料

2

内容

・人流分析システムとは

・データの信頼性と安全性

・人流分析システム「マチレポ」と「コンプレノ」



人流分析システム紹介資料

3

人流分析とは

これらを、把握・整理

いつ どこに どんな人 どんな動き



藤枝ICTコンソーシアム再構築検討資料

4



人流分析システム紹介資料
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人流分析とは

いつ、どこに、どんな人がいて、どのような動き
をしていたかを把握・整理すること



人流分析システム紹介資料

6

人流分析とは

いつ、どこに、どんな人がいて、どのような動き
をしていたかを把握・整理すること



人流分析システム紹介資料

7

２つの人流分析ツール

マ チ レ ポ コンプレノ

数字・グラフで分析

誰が・いつ・どれだけ来たか

動画で人の動きを見る

どう動いたか、どんな交通
手段か、どこが混むか



人流分析システム紹介資料

8

当市の2つのツール

マチレポ コンプレノ

数字・グラフで分析 動画で人の動きを見る

誰が・いつ・どれだけ来たか どう動いたか・どこが混むか



人流分析システム紹介資料

9

当市の2つのツール

マチレポ コンプレノ

数字・グラフで分析 動画で人の動きを見る

誰が・いつ・どれだけ来たか どう動いたか・どこが混むか



人流分析システム紹介資料

10

当市の2つのツール

マチレポ コンプレノ

数字・グラフで分析 動画で人の動きを見る

誰が・いつ・どれだけ来たか どう動いたか・どこが混むか



人流分析システム紹介資料

11

当市の2つのツール

マチレポ コンプレノ

数字・グラフで分析 動画で人の動きを見る

誰が・いつ・どれだけ来たか どう動いたか・どこが混むか



人流分析システム紹介資料

12

自動運転検討への活用

１ ２ ３

需要の把握 道の使われ方 効果の確認

どの地域の
どんな年代の人が
どこへ動いているか

候補ルートの
通行実態を把握

試験運行の
前後の比較























回 覧

あつまれ！

11.12026.

日

みらいののりものが藤枝にやってくる!!

次世代
モビリティ
試乗会!!

次世代
モビリティ
試乗会!!

じせ だ い

10:00
15:00

藤枝市都市建設部  地域交通課　☎０５４-６３１-４１６９

イーパレット

バス
タクシー

消防車

パトカー

ラピッドレスポンスカー

問い合わせ

※車両画像はイメージです

市ホームページ



バスストリートの催しバスストリートの催し

イーパレット

● 市武道館・市体育館
静岡

● 銀行

● 市営藤枝駅
北口駐車場

● 駅南
　サイクルパーク

オーレ藤枝 ●
ホテルオーレ　

　 セブン
● イレブン

北口広場

JR藤枝駅

青島焼津街道

駅
前
通
り

南口広場

会場案内MAP

試乗会

車両展示
バス・タクシー・パトカー・消防車・
ラピッドレスポンスカー・シェアサイクル

トヨタの次世代モビリティ「e-Palette」
電動車いすの試乗

※パトカー・タクシーは午前中、消防車は午後のみとなる予定

イーパレット

未来のクルマ
にのってみよう

好きな
のりものと
写真をとろう！

※内容は変更になる場合があります

バスストリート会場

電動車いす

参加者への
プレゼントも
あるよ！

mikine



一般財団法人日本自動車研究所所長・東京大学名誉教授

鎌田 実先生

2026

10/31
14：00～15：30
(13:30開場予定)

藤枝地区交流センター 集会室
（藤枝市五十海3-12-1）

藤枝市・藤枝市地域公共交通会議

都市建設部 地域交通課
☎ :054-631-4169

sat

問い合わせ

講 師

申 込
右のQRコードから申込み（10/30 17時〆）
※難しい場合は以下の問い合わせ先へ

QR

自動運転の現状と展望を正しく
理解し、藤枝市における実装を
描くヒントを探る

参加無料

定員90名

主 催

対 象 交通事業者、移動支援サービス実施団体関係者、
その他関心のある方

※こちらのシンポジウムは第2回藤枝市地域公共交通会議次世代モビリティ活用
研究分科会と兼ねたものであり、分科会委員と参加者で本内容を聴講します。

次世代モビリティ活用研究シンポジウム

▼申込はこちら▼


